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經

濟

學

に

於
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演
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武部與八郧

一
 

あ
る
も
の
は
凡
て
あ
る
.可
&
十
分
な
る
理
ft
あ
つ
て
存
在
す
る
。
一
人

一
ッ
を
殘
さ
ぬ
。
最
大
な
る
も
の
よ
り
最 

一:

小
な
る
も
の
に
至
る
ま
で
凡
て
を
•く
つ
て
残
^
ぬ
。
あ
る
可
き
十
分
な
る
理
由
を
有
ず
る
も
の
は
生
命
を
も
つ
o
あ 

「 

る
可
き
も
の
を
あ
ら
し
む
る
は
精
#
で
あ
る
、
精
神
ど
呼
ば
れ
る
。
人
は
餘
り
永
ぐ
生
さ
ぬ
も
の
故
凡
て
の
事
物
を 

I' 

經
驗
し
鏃
し
得
ぬ
。
凡
て
の
事
物
：に
：あ
る
可
き
十
分
な
る
理
由
を
見
出
す
は
事
實
±
不
可
能
で
あ
る
。「

理
解
の
論」

は
此
不
可
能
を
可
能
に
せ
ん
ど
す
る
。

貨
幣
は
交
換
の
媒
介
物
で
あ
る
。
經
濟
的
理
解
を
可
能
な
ら
し
ひ
る
も
の
で
あ
る
。m 

h多くの交換̂

有す
 

る
も
，の
> 
ョ
ジ
多
ぐ
のK

®

的
现
解
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
は
、

ョ
リ
貨
幣
的
な
る
貨
幣
で
あ
る
。
貨
幣
論
は
經 

濟
的
.理
解
の
論
で
あ
る
-。
 

.

"

三
圓
は
三
圆
で
あ
る
:0
1般
に
：。
圆
は
11
^
圆
1?
:
あ
る
。：
三
圓
は
如
何
に
.し
て
5:
11
1
で
.あ
6
得
る
：か
0
經
濟
阶
浯
坐 

槪
念
の
演
繹
に
從
ふ
。
«'
濟
的
悟
性
槪
念
は
.經
濟
的
理
解
を
；可
能
な
ら
し
む
る
も
0,
で
あ
.る
：。
«
幣
で
あ
る
。

S 

ぃ
 

演
禪
。
演
繹
は
前
提
よ
り
歸
結
へ
の
過
程
で
あ
る
。
前
堤
ビ
：歸
結
^
の
間
に
，
前
：提
の
輿
な
る
事
を
知
れ
ば
異
議

な
ぐ
歸
結
の
眞
な
る
事
を
知
り
得
る
が
如
き
一
關
係
が
存
す
を
時
*
演
捧
は
論
理
的
演
繹
^
呼
ば
れ
る
Q
.演
.轉

は

靼 

A 

I 

:

:

:

提
よ
：'J
の
演
繹
で
あ
る
。
演
繹
の
、確
か
さ
‘演
S
の
重
さ
は
.前
提
.に
.沪
か
る
。
前
提
；：の
.確
が
.さ
は
；

(
|
〕

直
觀
.の
*
か
さ

广 ** / が  ノヤ抑序^ ? 魏 资 欲 P55S 拓鄉WC81SS9SKS£WS«

O
.
D

懈
析
.の
深
さ
.に
か
‘か
る
。
解
析
0

深
さ
は
疑
9

同 

一
o
銳

く

明

.か
«
直
觀
は
，前

提

€
歸

結

ビ

.の
間
に

.隙
を

殘

.さ
ぬ

9

.?
は

-?
で

あ

る

、
.は
一

ッ

の

_直
觀

的

な

論

«
 

柄

演

繹

で

ぁ

る

。
前

提

P
は

其

儘

歸

結

P
を

.含
ん

：で

ゐ

る

。

A
を

直

觀

す

れ

ば「

A

«

A
で
あ
：る」
は
：直

ち

に

論

斷

せ 

ら

れ

る

.
..
0
論

'理

的

演

繹

は

同1

に

於

て

眞

で

あ

り

得

る

。 

：

內

舍

メ

疑S

の

極

はnot-F a
n
d

 §
t
q

で
あ
る
。

P
で
も
な
い

q
で

も

な

い.0
是

以

上：

の
疑

は

死

で

あ

る

認
識 

論

的

に

'疑

ひ

は

真

を

求

め

て

の

疑

ひ

故not-P 

and 

n
o
t
-
q

は

§
5 

O
H 

n
o
t
-
q

で

あ

る

。not.p 

or n
o
t
-
?

は
P

 
■
and 

q

 are not 

both 

true 

で

あ

る

。F

 and 

q

 are not 

both true 

は 

P

 

o
r a

;
で

*
る
。

一？

め

基

本

的

杉 

式

は

P

 

or 

q

に
求
め
得
ら
れ
る

o P
o
r

 

q

は
：次

の

三

ッ

に

解

析

せ

‘ら
れ
る
。

(

，ニ) 

^
*-
<
•日
^

O
S 

q. 

P
:は

q
を
內 

含

す

る

。

P
は

q
を

内

在

せ

し

め

る

、

q
は

P
に

內

在

す

る

、

q
は
：P
に
外
：な

ら

ぬ

、

^
は
^

に
外
な
ら
ぬ
へ
卩
で
あ 

る
、

q
は

P
に

等

し

き

q

.l
r
あ
る
、

q
は

？

に

相

似

な 

<るO
V

で

あ

る

、

q
は

？

に
改
：

p

せ

ら

れ

た

q
で

あ

る

、
.
q

i 

P
に

現

象

せ

ら

れ

た

q
で
あ
る
。

0
1
)

hj
s
d q, 

p vj 

q
s>
J
は

共

に

眞

で

あ

る

。

p.
が
：眞

な

れ

ば

q
も

眞

9
:
4

眞 

な

れ

ば 

P 
も
眞
で
あ

.る
、P

 

implies 

q
>

 qimplies 

p
.

 

(

1

6
^:
0「

§
t
-
p
.
p
«
p
^
)̂
^
^
^

P

 

i.luies 

n
o
t
-
P

 

或
は 

n
o
t
-
P

 

implies 

q
v
o E 

implies 

q

 

は

一

般

に 

if P

 

t
h
e
n

 

q
:

で

あ

る

。

p 
を

假

定

す

れ

ば 

q
は

論

：理

的

に

必

然

に

演

繹

せ

ら

れ

'る
。
論

理

的

演

輝

：は

内

含

.に
於

.て
眞

で

あ

：る

？

0
ブ
>

 nat-p 

は p
/
p
。
p

 

or 

q

 

は 

s
v̂
/
s
q
v
o
: 

p

 i3PKes 

q

 

は

^

s
q
>
9 

F

 a
nd 

,

q

«

(

p
5/
§)

に
表
は 

さ
れ
将
る
。P

 

a
nd q

 are not both t
r
u
e

に
約
元
せ
&
れ
て
居
る
。P

 

and 

q

 are: not both 

t
r
u
e

は
結
局P

 

o
r q

に
歸
す
る
o (

一：
一〕

丁
”

p

くp- 

u
. P 

P

 

or 

P

は
p
を
內
含
す
る
、
は
次
の
如
く
解
せ
ら
れ
る
C
A 

)
1

定
時1

定 

笫
ニ
十
卷 

 ̂

, 

第
八
號 

ー0
^
:
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八)

：

經
濟
學
に
於
け
る
.純
粹
悟
性
槪
念
の
演
#

第
八
披
.

M

.Q 

點
に
於
け
る
P
は
次
の
ニ 

.

宛

時

一

：定

點

に

、於

け

る

p vj

同
一
で
：あ
る

(

B

)

或
る

空
間
に
.於
け
る
P
は
也
.の
空
I
 

,於
：
 

け
る
f
ヒ
同
ニ
で
あ
.る(

C)

時
間
的
に
空
間
的
’に
：異
な
る
P

I
に
，同
一
の
？
に
內
含
せ
：ら
れ
て
行
く
、
內
t

ら

れ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。(

三)
p
v
q
M

ニ
ッ
の
意
味
を
も
つ(

A) 

5
嘗

0は
0;
?

數
，1
數
2
數
3

-
は
、數-1

.

般
、

命
題
^

^
數
^
は
諸
組
の
粗
マ」

し
て
無
差
別
で
あ
る
0 P

 

or 

q

 

(

B) 

Logical sum. 

4
=
S

十i
S

 =
2
+
1

.
: 

i

般
に
，P

 

o
r
: 

q

は
1
1數
0
和
に
考
へ
得
ら
れ
る
。(

四)
p
u
q

は

？ i3PIie

w-q

或

はif P

 

then 

4
:で
あ
る
。
 

dC.

の
眞
傭
如
何
に
拘
ら
ずif P
 then 

q

で
あ
る
，
q
は
常
に
眞
で
あ
るo

然
ら
ぼ
'は

p

o

qは

r
A.
ノ p

 >

 

i 

or 

尸 is 

true 

(

-B)

：
p is 

false 
o
r

 q

 is true 

p が
眞
な
る
時 

q の
眞
は
勿
論
故 

p
o
q
:
■

の
：l

«

 ̂

" 

〜
p
v
q
.

數
學
的
論
理
學
に
於
け
る
內
含
は
前
提
め
僞
を
許
す
。
僞
な
る
前
提
ょ
：1

推
論
：を
許
す
o (

五v

 r
q

 

o 

f

 tif q

 is 

t
r

u
e

,
5

 

o
r弋

ぼ

f

水
f

は

水

曜

日

か

：或

は

木

曜

日

(

水

纏
I

外

の
H

非
水
職
ョ
ハ 

で
あ
る
、
然
ら
は
丁
：

a
Q
'
p
v
q

は
丁
：S

.〜
I

で
あ
る
。
q
は
：q
で
f

 

S

に
弗
秦
あ
る
、
叩
ち
“

 

q
,
3
.
P
v
q

數
學
w

r
班
學
は
非
形
式
論
理
學
で
あ
る
ぐ」

言
ひ
得
6

^

$

0rr
p
v
q
v
3
、q
v
p
,
-r
*
:
p
v 

(qv
r

ン
々

qv(pvr)， 

T

l

o

“
l

0

.

1

は
是
に
準
ず
る
。(

六)

.疑
ふ
は
疑
ひ
得
ぬ
程
の
も
の
を
求
む
る
心
の
作
！

で
ー
の
|

考 

へ
ら
れ
る
疑
ひ
得
ぬ
程
の
も
の
は
他
に
依
て
置
き
換
へ
得
ぬ
：程
0
も
の
で
.あ
る
>
:
:原

始

的

命

題

は

他

の

.
命

題

に

依 

て
置
き
換
ベ
猾
ぬ
程
の
命
題
で
あ
る
.0T

o

 

be, 

o
r not 

to 

be: 
that 

is 

the 

question: 

(
w
.

 

Shakespeare 

Hamlet, A
c
t

 

I
I
r
s
§

e

 

I
> 

A

 

r
o
i 

in 

the castle)

は

次

の

如

ぐ

表

は

さ

れ

得

，る

。p

く〜

ブ

ご

he p
l
i
v
e

proposition : .PV〜
p

は

A) 

丁5

〜
？

，〜P

 

P
が
其
自
身
の
僞
を
內
舍
す
れ
ば
P
は
僞
で
あ
る(

s

n

c

f

. 

of 

the reduptio a
d 

f
u
r
d
u
m
)

。
論
證
-

丁：

〜
P
v

 〜

p
_ 

u

•

〜
p
'

T
p
u 

〜
P. 

u
;

〜
p
'

 
Shekespeare 

に
依
れ
ば 

H
o

d
i
e
: 

t
o sk

e
p
; 

N
o mo

r
e
; 

B
b
y
a

 sleep 

t
o

 

I
 w

e

 

e
u
d

 

T
h
e

 

h
e
a
r
t
-
a
c
f

 a
n
d

 

t
h
e

 

t
h
o
u
s
a
n
d

 

natural 

s
H
o
c
k
s

 

T
h
a
t

 

S
e
s
h

 

is 

heir 

t
o
'cr
.
s
 

a

 

c
o
n
s
u
m
m
a
t
i
o
n

 

D
e
v
o
u
t
l
y

 

t
o

 

b
e

 

W
l
s
h

o:. 

(

B

) 

T

4
 

J
^
V
O
M
V

 

其

自

箏

フ

Ys
?) 

假
定
よ

ち

生
-ず
る
命

題

:«
眞
で
あ
る(

1

 ̂co
m
p
l
e
m
e
n
t

 

o
f ̂
 

o
^
. ̂ 

£
 absurdii

日
ン
。̂

«

h
p
u〜

(
〜

p
)
.
p

 

丁-

〜

p
0
”

,0〜
(
〜

p
)

：

—

(

V

丁
：

〜

p
u〜

(
〜

F)

.u,〜
(
〜

p
v
,
:

十a

 
ノ

Q)

？
3 丁
：

〜
P
V
3
F
-

o〜
(
-
"p) 

.
*
*
、
；
•
• 

(
3
)
，

K
〜

C〜
p
)
3
》
•

.

.，:

Q)

. 

F. (

6
. 

(

:s
3 
丁 .P

S
P
*

 

Shekespeare 

に
依
れ
ば 

T
o

 

die, to s
l
e
e
p
;

H
o sleep” 

Percbance 

to 

d
r
e
a
m
: 

ay; there)sthe 

rub • 

F
o
r

 

-
A
n
d

 

lose 
th
e
‘ n
a
m
e

 

of action.

丨s
o
a

 y
o
u

 n
o
w

 !

坪
內
逍
遙
氏
！！
、
パ
ム
レ
ッ
ド
、

「
j

〇
v 

|

一
 

頁
參
g
。

.
經
濟
的
悟
性
槪
念
の
丨
演
釋
に
從
ふ
。
經
濟
學
の
'
.認
識
の
對
象
は
木
定
：で
.あ
る
.
;.
0
：數
へ
藥
げ
镟
せ
ぬ
、.

直
鹳
の
^

^
 

が
必
喪
で
あ
る
。
勞
働
は
外
的
直
?®
の
形
式
に
效
用
は
內
的
直
觀
の
形
式
に
取
ら
れ
：る
。
勞
働
一
般
を
L
0
效
用
ー 

般
を
U
に
表
は
す

。

一關
係
あ
り
、
X
が
y
に
對
し
て
'該

關

係

を

，有

す

る
.時
、
他
の
凡
_て
の
名
辭
，\
が
y:
に
對
し
て 

同
；'

一.關
係
を
有
せ
ず
，
且
.や
欠
：が
y
に
あ
ら
：ざ
：る
何
れ
の
各
辭
ゼ
に
對
し
て
も
冏
一
.關
係
を
有
せ
ぎ
る
時
？
該
關
係
：
1 

はI'

對

I
V
」

呼
ば
れ
る
。
：

「

L
^
J
U

」

^

ー
關
係
で
あ
：る
。:.
レ
は
.
»濟
的
外
的
直
觀
の
形
：式
勢
働
ー
般
、
U

H

 

內
的
直
觀
の
形
式
效
用一

般
故
、
L
が
卩
に
謝
し
て
.關
係「

』

ビ
11
:备
有
す
る
 ̂

.

.
他

，の

凡

で

の

：名

辭

/
x
^
u
^
%} 

し
て
同
ー
關
係
を
有
せ
す
且
つ
乙
は
び
に
あ
ら
ざ
る
何
れ
の
名
辭
ぴ
に
對
し
で
も
间I.

關
係
を
有
せ
ぬ
0

r
Lビ
U」

 

は一

對
ー
の
關
係
を
な
す
。
任
意
の
も
の
に
對
し
て
所
與
の
關
係
を
有
す
る
諸
瑣
よ
り
成
.る
«
は
.該
關
係
の
領
域
ミ
. 

呼
，妨
^
る
>「

I

v

u

」

に
於
て
：、
諸
1
の
鈕
h
、
L
.
S 

U 

:

:

:
.

はr-L 

w

u

」

0
關
係
：の
領
域
で
あ
る
。

ー
關
系
0
; 

逆
領
域
ざ
は
該
關
係
の
逆
.の
領
域
の
.こ
ビ
で
あ
る
。
諸
^
の

組

.1
1
!
、

：
^

^

: 

:
.
v

は「

L
.

—

J

U
‘-
の

關

係

の

逆

領

域 

第
二.屮

释C1.QV1九
)：：

鸫
濟
學d

る
純■

性
概
念I

歸： 

第

八

；磷

ニ

「



.
'ー̂.ー0
~卷

.

.

(

一.

o

三
.〇

〒

始
濟
學
1-
於
け
る
純
粹
僧
性
概
念
..

の：；

演
捧
. 

第
八
^

1
1

ニ

. 

ヤ
あ
る
。
諸
1
:
0組
：'«
^
、
諸

”
の
組
は
0
に
表
は
：さ
れ
名
。|

組
.は
他
龃
に
對
し
11
該

齟

が

そ

；の

領

域

な

る

？

共 

に
她
紐
が
そ
の
逆
領
域
«
る
或
るI

對」

の

關

係

，が

存

す

る

時

相

似

で

あ

る

§
言
«
れ

：
今

組
1.
は
領
域
組
卩
は
迨 

領
域
、
乙
S

U
ど
は
相
似
で
あ
る(

ー)

組
乙
.は
其
自
身
に
.相

似

，で

あ

る

ド

反

射

的

^

&益

ぎ
^
^

u
. 

.
-は
相

似

で

あ

石

：_
齟

1/
に
.就
て

も

饲

：じ

。(一

 :
1
:
®

 

に
：州 

似i

で

あ

る

。

對

稱

的

：s
y

m

,:B
e
t
r
k
a
l
。

勞

働

が

費

さ

れ

だ

も

の

は

效

用

が

認

め

；

れ
た

：も

の

で

あ

る

、

效

用

が

認

め 

ら
れ
：た

も

の

は

努

働

.が
费

さ

れ

れ

も

、の

で

あ

る

、
勞

働

が

費

：
'^
れ

た

も

の

，で

な

げ

れ

ば

な

ら

ぬ

。

a

a

hが』

^
柑 

似

、

h
が

U
に

相

似

な

ら

ば

h
と

U-
2

V
は

相

似

で

あ
る
6
移

他

的

^
§

'̂
<*
%
 

.價
格

は

其

に

相

以

な

る

^

て

の

钮 

.
1
1
^
1
2

>
ん

…

，
o

U1
.、
ua
、

u3
、
： *

, 

•ょ
ぅ

成

る

駔

で

あ

る

。：
價

袼

’は

組

^
ミ

組

^
ヒ

0
組

に

外

な

ら

ぎ

&

所 

の
或
る
も
の
で
あ
る
。

.

價
格
を
有
す
.る
も
の
.の
傻
値
は
凡
て
價
格
の

«

«

、
價
：格
：：に
.外
な
も
ざ
る
價
値
、
':
價
格
に
內
生
す
る
賈
^
、
K
格 

に
現
象
せ
ら
れ
た
.儐
値
、
價
格
に
相
似
な
る
價
値
"
價
格
に
等
し
き
價
瞭
で
あ
る
0其
故
三
圓
は
：三
親
で
あ
6
得
る
0 

」

般
仁
£
=圆
は
£
=圆
で
あ
ぅ
得
る
。
商
品
は
價
.値
通
り
に
賣
.ら
れ
る
、
賣
ら
れ
ね
ば
：な
ら
'ぬ
。
者
し
そ
ぅ
で
な
け
i 

ば
經
濟
的
悟
性
槪
念
ど
し
て
の
價
格
は
成
立
せ

ぬ

o

マ
X
ク
ス
は
夙
く
經
濟
的
悟
性
槪
念
の：

演
釋
を
行
つ
た
も
の

 ̂

考
へ
得
&
れ
る
’。

:

經
濟
的
悟
性
槪
念
の
經
驗
的
演
釋
。(

一)

貨
幣
.は
：凡

て

の

も

の

.
が

其

か

ら

演

s
せ
ら
れ
得
る
程
：の
も
の
で
な
け

 ̂

ば

な

ら

ぬ

。
，

へ
ば

C
A)

狩
獵
時
代
に
.於
け
る
毛
皮
，
牧
畜
時
代
に
於
|

家
畜
"
農
業
時
代
.に
於
け
る
主
要
農
産 

.
^
5
i
,l
:t
時
^
に
'
^
け

る

諸

金
..原
^2^

2
、

は
：：之

.を
{1
.史

：.的

：.

!|
:
.§1
瞭̂

4
<
^
'
.
る
'.も

0
、
^
>
:
考

..'へ
：
得

ら

.れ

る

；
。

B 

.

)

七

.其

；̂

'
又

實
體
貨
t

、.
_令
貨
幣
、
信
用
，證

券

r 

.

;の
凡
て
に
通
す
，を
。(

ニ)

貨

幣

ば

终

間

的

に

普

遍

妥

當

裡

を

有

す

，る
：も

の 

で
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
。
例V

へ，ば(

A}

容
積
小
に
し
て
.傦
値
大
な
る
も
.の(

B〕

自
由
に
分
割
甘
;̂
:

れ
得
^

も
の(

6
:ン
，
 

で
す
ー
れ
ば
な
ら
ぬ(

三
.

)

貨
^

は
時
間
的
に
#

遍
妥
當
性
を
有
す
る
も
の
：で
な
^

れ
.ぱ
な
ら
つ
。̂

へ
了
、
A
i

)

永
續
性
を
有
す
る
も
の
、
腐
敗
せ
ざ
る
も
の(

B)

時
間
的
に
貸
借
の
決
濟
.は
役
立
つ
：も
の
：

(

C)

價

値

保

存[.
，.
役

立

つ 

も
^

C
D

) 

•
•：

!:
'
'な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 

“

，

組
咿
5

特
性
は
次
：の
も
の
に
考
へ
ら
れ
る(

一
)

凡
て
办
俞
題
的
璧
ば
？

決
定
せ
S

I

ぬ
。
紙
：は

舊
 

數
を
滿
足
せ
し
む
.る
總
て
の
自
變
數
の 

一'0
f
見
做
さ
れ
得
る
>
自
變
_
:の
數
の
.有
娘
無
限
を
間
ば
ぬ
、無

良

雲 

の
場
合
U
も
此
原
理
は
眞
I

る
。0

1}

形
式
的
に
等
價
な
る(

同
格
|

〕

ニ
ッ
の
命
題
I

數
ば
同
一
の
f

決 

定
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
@

意
の
.一
自
靈
ぁ
ぅ
，

一
方
を
滿
足
せ
し
.む
る
時
他
方
を
も
_
思
せ
し
む
t

 

命
題
が
e
數
は
形
式
的
に
#
®
で
ぁ
る
ミ
®
は
れ
る)

。即
ち「

組
は
其
組
員
に
依
つ
、て
，
十
分
に
，
定
め
得
ら
れ
る 

程
#
も
の
.で
®
は
れ
ぱ
な
ら
g
o
:從

て

~,
羽
毛
を
有
せ
ぬ
ー
ー
足
獸

」

は「

請

：̂
ー

幻

時

じ

も

の

で

ぁ
.る
^
又
»

|

 

f

es」

は

組
-
2
に

同

じ

き

數

」
ど
！
：

じ

も

の

で

ぁ-る
。(

1
5逆
は
、
同
一
の
_

決
定
す
る
ニ
ッ
の
命
題
|

ぶ
夂 

形
式
的
に
等
價
I

け
れ
ぼ
I

ぬ
、
換
言
す
I

組
1

2

れ
る
f

組
員
は
定
t

れ
る
。
8

象
の
一
一 

ッ
の
異
な
.る
sa'
s
は
同
1
1の
組
を
生
せ
し
.め
得
ぬ
。(

四〕

諸

雜

が

存

在

す

る

場

合

，ミ

同

じ

.意
_
.に
'於
：：て

(

其
^

の
意
味
合
は
間
は
i
 

S
諸
£

存
在
す
る
f

ビ
極
I

類
似
し
た
意
味
に
於
て
，
諸
組
の
I

が
f

 

f

 

な
I

f

f
と
る
'

r

l
の
l

」

M

i

l
を
.

 

「

i

t

物

ジ

f

 

I

’I

合
せ」

逢

黎

讅

'

¥
倉

。
，紕
合
さ
れ
；た
ソ「

磁

聖

_

'«
_

細

遺

/

1
此
：細
は
夫
々
：I

諸
:'

敗
一

1

十

乾(
L

1
1

)

納

馨

运

讨

ふ

純

馨
■

念

說

き
. 

ニ

艽



筋ii

十
想

'

d
b
H
u)

'
.
經
濟
驴
P
於
ゆみ

郴
終
惜
性
槪
念
の
演
櫞 

I

笫

八

號

ニ

四

- 

il
合
せ
ょ
り
成
る
細
：の

I

&で
あ
る
。
從
て
諸
紐
合
せ
の
a
は(

其
■

貝&

夫
々
一
駔
を
な
す
||
1
で
，あ
る
。
堝
一
な
る
：
 

諸
鈕
处
組
或
は
諸
對
の
紐
は
絕
靴
に
也
須
欠
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
.
前
者
は
數
で
あ
卜
後
者
は
數
2
で
あ 

る
。
諸
紙
の
諸
組
が
な
け
れ
ば
！|

數
學
ゆ
不
可
能
ど
な
る' 

(

五〕

如
何
な
る
事
情
の
卞
に
於
て
も
"一

組
が
欺
自
啟 

の
一
組
貴
ヒ
同
1
で
あ
：る
事
を
豫
«
す
る
は
意
蜞
な
き
事
セ
$

れ
ば
な
ら
.ぬ
：:°
:
(1
)
命
!1
的
函
»
は
內
綷
を
®

^

®
 

で
f
'
”形
式
以
外
の
何
乾
で
も
な
い
。：
內
容
を
數
へ
擧
げ
盡
す
は
不
可
能
で
あ
る
。
:'
'
理
解
M
成
b
立
つ
爲
ラ
凡
て 

が
內
容
を
碰
6
得
る
程
の
形
式
が
豫
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ル
て
の
對
象
0
妥
歡
ず
.る

程

の

器

"
凡

て

の

自

戀

數 

鉍
#
足
せ
し
む
るr

集
合
'
對
象
.
'一
般
の
存
在
は
豫
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
.6
ぬ
。
E
ff
l
l解
が
*
遍
妥
當
性
を
得
る
爲
， 

办
容
を
盛
が
觀
ば
次
次
に
等
じ
く
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
次
次
に
等
じ
さ
も
の
相
似
な
.る
も
の
於
求
め
ら
れ
ね
ば
な 

G
仰 

>
.次
次
に
等
し
ぐ
せ
ら
れ
た
形
式
は
結
周
同
じ
き
も
.®
に
等
じ
く
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
"
⑶
逆
に
同
じ
さ
も
の 

に
_
以
き
も
§
は
相
等
し
。
⑴
S
P)
は
數T

般
を
取
扱
ふ
V
の
ヒ
考
'へ
ら
れ
'る
。S

數
さ
« :『

歡
で
あ
る
。
數
4
も 

,
{
»で
あ
る
。
數
3
ど
數
4 V

は
數
一
般
に
於
て
相
等
し
、
無
差
別
.で
な
け
れ
.ば
な
ら
救
0 

_場
合
數
3 

€歎
4.
$ 

は
&
別
せ
、ら
れ
ぬ
> 
數
”
>
數
4 W

の
傾
別
が
あ
る
爲
、
諸
組
の
請
組
が
獻
め
‘
れ
ね
ば
^
ら
ぬ
"
例

を

取

る

。
へ
數 

和
は
填
1
‘な
る
も
の
の
.組
の
紐
で
め
る
、諸
組
の
組
で
あ
る
。
數
2
は

齟

"
數

丄

ざ

紐

 
>數
2 VJ

の
組
で
あ
る
、
諸
紐
の 

钮
で
あ
る
。
3

>
4
、
. 

5 

:
•
•

:;
に
就
て
も
同
じ
。數
2
は
數
2
'で
：あ
る
^
典
に
數
1

?
數
1
ビ
の
.和
で
あ
る
。
數
3 

«
警

.で
あ
る
と
共
に
歡
2

ざ
0
1 
€
の
和
で
あ
る
。
任
意
の
ft
が
！g
組
の
諸
紐
で
«
.い
な
ら
ば
M 

+

1

n 2'
1

+ 2 

0
3
,
1
+
3

 =

 4;

.

.
は
不
可
能
で
あ
る
。g

數
3
は
一
數
で
あ
る
數
4
も
一
.數
で
あ
る
o
數
3 

S數
4
ミ
は
數
，

j

i
f
"

あ
る
々
“

I

じs 

A
4で
s
け

れ

ぱ

從

て

諸

，姐

、は

階

段

.組

織

を

有‘せ
..ね
：ば

な

、
b
ぬ
，

=
4

,

數

3

が

數

4

の

1

載

員

：で

あ

る

な

、
ら

ば
3

は

4

に

等

し

ぐ

な

い

？

即
ち
3
+
1
=
4

の

關

系

に

^
、す

、

系

'
, 

あ

る

K

i

擻

4

M

諸

®

の

諸

a

で

あ

る

が

數

c
o

は

諸

組

の

諸

a

で

な

い

：o

數

3 V
」

數

1

V

V

Jは
I

對

一

の
關
係
を
な 

す

が

數

0
0 V

」

數

は

5

1

の

關

係

を

な

さ

ぬ

、
對

稱

的

で

な

い

。

£
2

は

か

ぶ

« >
の

問

題

で

あ

る

美

へ

ら

 

れ

る

。

v
e
b
l
s
s
d

 

Y

O

I
に

依

て

擧

げ

&

れ

た

紐

の

諸

#

性

は

次

の

如

：ぐ

で

あ

る

。

S

は

紐

y 

A
、

B

、
c

v

:

は

S

の

諸

®

素

。

m
-
c
l
a
s
s

は

從

鹰

的

興

|

み

|

¥

表

.は

す

^

0̂ )
若

‘し

<

墓

の

確

か

な

(
d
i
e
t

〕

翦

韦

で
あ
る
な
ら
ば
、
A
ど
B

e
を
共
に
含
む|

從
M
的
組
日
.
c

lが
少
S
も1

ッ
は
存
：在
す
る
。
(2
)
若
し
八 

か
S
の
確
か
な
■要
素
で
あ
る
な
ら
ば
八
ミ
3

ざ
を
共
に
含
む
從
屬
的
龃
は
一
ッ
以
上
存
せ
ぬ
。
(3
)
任

意

‘
の
一
一
個
の 

m
-
c
f

は
少
ぐ
ざ
|

の
ニ
要
素
を
共
有
す
る
.。''

{4
)
少
<

?
も
ー
個
のm

-
l
s

が
存
在
す
る
u;
g
凡
て
の
3
,
0
1 

は
少
ズ
1

2
ッ
の
耍
素
を
含
む
0

g

sの
總
て
の
要
素
が
同
*—
*
の

？
d
a
s
s

に
團
す
_

で
な
い
0
ハ
如
时
な
る 

泊
-

class 

も
3
の
一
ニ
ッ
の
恶
素
以
上
を
含
ま
ぬ

(

<:
み
1这 

and 

Y
o
l
,

 

Projective 

G
s
l
r
y
,

 

vol. 

I; 

pp. 

2
, 

3

)

0 

A

f
美

」

.對

1.

の

關

係

を

仏

し
ji
'
'
つ

相

似I

ば
、
相
似
な
る
ニ
ッ
の
も
の
f

 

B 

S

Sば
少
.
ぐ

ど
も|

ッ 

存
在
ず
る
一
ッ
以
上
は
な
し
。
ニ
ッ
の
互
に
相
似
な
る
も
の
は
少
ぐ
ご
も
S
の
.

I、®

素
を
共
有
す
る
。

少
S
J
も 

1

ッ
の
ホ
似
な
る
も
の
力
存
在
す
る
。
凡
て
の
相
似
な
る
も
の
は
少 

<
ど
も
.8
の
|
|
|ッ
の
延
素
を
舍
む
0 

Sの
凡
て 

の
'要
素
が
同
じ
相
似
な
る
も
の
に
'f

るVJ

は
.限
ら
ぬ
，O
I
:如
何
な
る
相
似
な
る
I

も
，

S
の
三
ッ
の
®
素
以
上
'を 

含
ま
ぬ
。

.

,

'
:
•

三
圆
t
ダ
故

t 
ニ 
一E
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
。

一
般
に
> 

nIB
a
何
故
に
n
圆
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
。
赃
序
W 

け
の
關
係
は
次
の
三
ッ
の
#
性
を
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。(

一)

非
對
稱
性
、

x

f

:に
先
行
す
る
I

ば
父
は
X
に
先 

#
一
 一

十
#

(

1
0
H三)

經
觀
學
じ
於
け
み
純
棘
悟
性
槪
念
の
演
锞

笫
八
總

i T

五

..V. 

»
.
.
' 

C 

. 

.
-
,
<<
• ̂9
.̂
 

■:
•..
 

%et 

f
D 

. 

, 

. 

-V 

«
t 
r
ii
fm
tt
f * 

. 

*、• 

v
k
-
.
;

-
•
I i:
: 
-.
 

I 

.
I
.
'
.
l
.
n 

i
f
-
-
? 

i
f
, 

- J%
!
d
f
r
t
f
a 

i
, 

•
•
.
t
i 

L
F 

s
.
-
.
.
-
.

fl̂
Jeus.u-4 

'

j
J
M 

- 

j 

高̂

--H

r
y
'
f 

か
^a

-
V
M
i
-
u
-
? 

1

制~

hpritl,.
.

. 

.

.

.

.

.k_

:

.技
：.

r

.
____



第
二
十
翁a

o
H
i
D

'''

經
濟
學
1-
於
け
る
純
粋
悟
性
槪
念
®
旗
繼 

第

八

號

ニ

六

行
し
て
ば
な
ら
ぬ
？ 

？<
が
7:
の
父
で
あ
る
な
ら
ば
；
-/
は
*
'の
父
で
な
：い
。「

子
は

一.

父
で

4

る」

は
事
實
上
眞
で
あ
る

o

催
し
順
序
附：
け
の
關
係
の
上
か
..ら
で
は
眞
.で
な
い
。
X
於
シ
よ
シ
も
小
な
ら
ば
ト
は
义
よ
り
小
で
な
い
ノ
三
圆
が
芄

圆
よ
b
も
小
な
ら
ば
五
圓
は
三
圓
よ
り
小
で
な
い
。
.三
圆
は
五
圓
で
め
る
'

(

部
分
は
全
®
に
等
し)

。
三
圓
は
五
圆
よ

&
も
大
で
あ
る(

部

分

は

全

體

，よ
：り

も

大

で

あ

る

)

タ
は
’事
實
上
眞
で
办
る
6 

.
但
し
順
序
の
上
、か
ら
で
は
眞
で
な
い
.产

(

ニ)

移
他

性

。

苦
し
ズ
が
ダ
に
先
行
し
ダ
が
ぇ
^

先
行
す
る
な
ら
ば
ン
は
之
に
先
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
偷
敦
は
東
京

.

の
.西

に

：あ

ぅ

紐

育

は

偷

敦

'

Q

西
に
あ
る
な
ら
ば
«
育
は
：束
京
の
©
に

な

け

れ

ば

な

ら

®

。
'
«

し

地

球

は

鄯

實

上

丸

い

故
紐
育
は
東
京
の
東
に
あ
~
得
る
'
唯
ー
ッ
哪
ー
'ッ
に
限
る
程
の
順
序
は
事
實
上
存
せ
ぬ
：
:°
三
圓
は
五
國
よ
6
小
五

圆

は

七

圓

よ

々

小

；

^

ば
：三
11
1
は
七
圓
よ
り
小
で
な
け
れ
：ば
&
.ら
ぬ
.。
順
序
の
上
か
ら
そ
ぅ
で
あ
.る
但
し
蹲
實
上
三

圓
は
五
M
或
は
七
圓
に
等
し
く
.又
た
'五
圓
或
は
七
圓
よ
&
大
で
あ
る
。(

三〕

連
絡
性
‘
'順
席
附
け
ら
る
可
き
任
意
の
.

11

項
が
與
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
先
行
す
る
一
項
ど
追
從
す
る
他
の
一
項
岑
が
な
け
れ
ば
呔
.ら
ぬ
。
父
ど
子
或
は
夫
<

_

關
係
が
あ
る
"
父
が
子
に
先
行
す
る
か
子
が
父
に
先
行
す
る
か
で
な
け
'れ
ば
な
ら
ぬ
、
夫
が
_
に
：先

行

す

る

か

妻

が

夫
に
先
行
す
る
か
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
若
し
そ
ぅ
で
な
け
れ
ば
順
序
が
保
て
ぬ
.。
：
三

圓

は

四

：圓

よ

り

大

で

あ

る

か

小
で
あ
る
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
g

o
莽
し
三
圓
ど
四
圆
S
が
等
し
い
な
ら
ば
.順

序

は

；得

ら

れ

ぬ
V1>2>4,5,

3
'
3
+
1
一
.

.

.

(

M
ぐ
の
系
列
を「

ョ
ジ
大J

の

關

係

に

於

て

見

る

。
ニ

圓

が

二

圆

よ

り

犬

で

あ

る

な

ら

ば

一

圆

は

ニ

圆

i
り
.大
1で
な
い(

非
#-
^
性)

。
一
面
が
一
圆
よ
り
大II

一
圓
が

1

一
圓
よ
-
大̂
で
あ
る
な
&
ばfli

圆
は
.|

圓

よ

り

大

’で
な

け
れ
ば
な
ら
•ぬ(

.移
他
性
}
:.
0
ニ
圓
1
1
1圓
、1

般
に
n
w
V
J 

£

1

圏
ぐ
し
は
先
行
す
る
一
项V」

逍
從
す
るI

項
、/し
で 

,,—

.
 

■
 

!

■

,

な

け

れ

ば

な
一
ら
ぬ
パ
連

.格

街)

ド

.價

格0.
系
.W.
は
.3ダ

：：

の
一
棒
挫.を

聪
.庚
，̂
な
す
。
&
し

；

t

S

K

i

B

i

:■

で
あ
る
せ
共
、に
大
、
一
主
圆
は
五
圓
よ
'り
小
な
る
に
拘
も
す
七
圆
よ
办
大
、
或
は
三
圆
ど
'
四

：圓

>
し
が
無 

.
一 

ら
议
經
濟
的
理
解
は
不
可
能
で
あ
る
：、
取
引
の
眞
は
保
て
ぬ
>
經

濟

的

理

懈

が

成

り

立

：へ
つ
爲

〗
1商

は

:5
圆
で
な
け
れ 

ば
な
ら
ぬ
。
價
格
の
系
列
は
ニ
顺
序
を
な
3
ね
ば
な
ら
ぬ
。

:

價

値

の

標&
'

は
何

故

に

唯一

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
。(

系
列
<〕

自
然
數
の
系
列
.0

A

2

P

4

>
n, 

b 

- 

I

 

,
;

は
我
々
に
最
も
親
し
い
順
序
系
列
で
め
る
。(

系
列
B)

l
,
lH -
,
3女

: 

n
+
x
,
;
{
(
n
+
l
)

 +

 y
}
,
…

の 

•系
列
は一

順
序
を
な
す
、
非
對
稱
性
移
他
性
連
絡
性
を
有
つ
。(

系
列
c

>1,
2
^
,

 

3
+
, 

4
b
, 

; 

n

十x
v
{
(
n

 

+

 

?

y、}

.

:

:

(

系
列
D >

2
,
4
,
6
,

 

:

:

o

…

：
.に
就
セ
も
同
じ
。
自
然
數
の
系
列 

他
最
も
親
し
い
順
序
で
あ
る
が
唯一

可
能
の
順
序
で
な
い
。
金
は
最
も
親
し
い
價
値
檄
準
で
あ
る
が
銀
も
價M

標
準 

で
あ
り
得
る
。
諸
々
の
信
用
職
券
、
勞
働
、
效
用
も
闾
じ
0
何
故
に
ft|

の
價
値
檄
準
を
必
要
ど
す
る
か
0.
i

A
 

:

ぐ

」

系
列
で

ビ
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
、
bo
" 

Co
n
nco
^

 ̂

 ̂

n 

4 

-…

.

.で
あ
る
。
系
列
A
、
B
、
c
が

, 

治
^'
i
#.
在

す

る

杉

，
ロ
to
" 

=

 2-^-, 

c 

H 

n
n 
1̂

1̂^
 

: 

: 

• 

V

で
あ
る
。
.三
面
^
廣
格
は
事
實
上
三
M
,よ

ぅ
大
で
あ
る
か
小
で
あ
る
か
が
一
般
で
あ
上
ニ
圓
で
あ
る
は
特
別
例
外
の
場
合
^
限
るo 

3
n
.
3

 J
-

 =

 

は
事 

實
Jb
眞
‘で
あ
る
但
し
悟
性
の
眞
で
な
い
。
悟
*
槪
念
ど
し
て
の
貨
幣
は
^
圓

31
圆
を
3
圆
は
外
な
&
ざ
る
或
る
も 

..の

に

改

造

す

る

、

改

造

す

る

故

さ

.圆

は

を

圆

ど

し

て
#
遍
的
に
妥
當
す
る
。S

H
:
3
_
^
n

 

な
ら
ば
K
序
次
*
ら 

れ

ぬ

"

經

濟

的

理

解

は

不

可

能

.で
：あ
る
。
價
値
の
標
準
は
唯
-
で
な
.け
れ
.ば

な

ら

ぬ

：
。

第

二

十

怨

(

|0
曼

)

經
濟
螨
U
於
け4

紳
悟
性
療
の
；演
捧

 

第
八
：铍 

一
一
>
v



，：r.- 」'.

バ

：T~r:'

第
一.

1

十

猞
2
〇

三

态

經

濟

學I;
於
け
る.純
：粋
悟
性
槪
念
の
演
繹

 

ノ 

. 

i

1
A

”
傷

は

何

故

に

I

m

f
倍

で

な

け

れ

f

 

I

か

，
集

li
V
J 

1圆
1

1
I1
V
J 

2 圓
、
0
ÎM
I
V
J
3 圓 

* 

3 圆 vj 

4 圆
、

.

.

.
•
:
.

の
.間

：の
差
は.等

'1
.く
な
!̂
れ
：ば

な

ら
 2

-

莽

し 

各
數
の
間
の
蝥
が
等
む
く
な
い
な
ら
ば
0

,

0
 

_ 

n
,
n
t
'
:
,

の
系
列
へ
は
：
順

序

を

成

さ

ぬ

。

4
—
3
=
1
,
5

1
4

 =

 3
,

な
ら
ば
4
は
：o

i
り
小
で
あ
る
。
寒
.は
等
し
ぐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
C 

2圆
は
1
圆
のCQ

倍
、
0
3圆
は
.1
圆

..
 

':
 

.
' 

, 

:
- 

•
:

の
3
倍
で
な
け
れ
ば
な
ら
灯
'0 

(

•ー
し
價
値
の
標
準
を
金
鍬
に
兩
立
せ
し
む
る
制
度
は
事
實
の
眞(V6rit6s 

de 

fait)

!:-:

近
^
が
理
性
の
眞(

V
6
d
t

を 

de 

raison)

に
合
せ
ぬ
。
貨
幣
は
悟
性
槪
念
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬVJ

す
れ
ば
裰
本
位
制
は
.失
.敗

す

る

。
貨

幣

は

谢

實 

の
眞
を
現
は
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ミ
す
れ
ば
複
本
位
制
が
可
で
.あ
る
。
完
全
に
純
释
單
本
位
制
皮
を
採
る 

國
は
な
い
様
で
あ
る
。
定
位
貨
幣
"
信
用
證
券
:
:
:の
流
通
は
：純
粹
な
る
堪
本
位
制
を
亂
し
て
居
る
。’(

ニ〕

藤
貨 

§

■
»

は
順
序
を
辔
す
る
。
封
雄
諸
候
に
於
け
る
貨
幣
鑄
造
權
の
濫
用
，i

f

負
制
度
*
"

……

•は
悟
性
槪
念〜

し
て 

,

の
：貨
幣
の
職
能
を
濫
る
。貨
®
が
悟
性
槪
念
で
あ
る
爲
貨
幣
の
實
質
憤
値
は
表
而
記
載
の
金
額
ご一

致
せ
ね
ば
な
ら
.

ぬ
.。表
®
記
載
の
金
額
^
等
し
く
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
.。(
三
：

)
見
本
通
$
の
商
品
を
賣
る
事
？
見
本
通
b
の
商
品
：を
賣 

. 

つ
て
利
益
を
得
ろ
事
ど
は
.別
で
あ
る
。(

四〕

-
圆
ば
如
何
に
し
て
三
圆
で
あ
り
得
る
か
は
價
値
の
尺
度
の
問
題
"
三 

圓
は
何
故
^
三
圓
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
は
價
値
の
標
傘
の
問
題
、
で
あ
る
？
も
考
へ
得
ら
.れ
る
。
ア
ダ
ム
、

ス
ミ 

ス
著「

諸
_
民
の
富」

に
於
て
、
悟
性
槪
念
ど
し
て
の
貨
幣
の
經
驗
的
或
ば
論
理
的
浈
釋が

.：

見
_ら
れ
る
。

數
3 w

數2
V
J

の
論
理
的
和
は
如
何
に
し
て
得
ら
れ
る
か
C
A
}數
3
は
1
な
る
も
の
、
2
な
る
も
の
、
3
な
る
も 

'

.

丨
.
丨

;0
の
.
.
.

collection

て 

> の
る
®
;
,
.
3
、

3
を

夫

々

數

r
o

の

單

一

な

る

組

，：

22：

ぐ

」

呼

ぶ(
B〕

數
2
は
1
な

る

飞

の、
.
4 

S

，
る
：も

の

、
‘

：
のcollection

で

あ

る'.
0

l
i 

2
を

夫

々

單

，
一
な
る
翁
員
ビ
：
呼

ぶ

0
0
0
.

)
第

上
•項

が

數.？

の.寧

一
«
る

組

\
1 

員

第

：ニ

項

が

數
2
の
单
一
な
る
組
員
'ょ
り
成
る
組
の
：順
序
附
け
ら
れ
-/
2
諸

對

を

作

：る-
1;-(

：2
,
2

)

$

に
^
て
和
^r

の
过
2

#も
11
抱

せ

ぬ

非

#
.
.
^
的
移
札
的
'她
絡
的
で
あ
る
、
順
序
を
な
す(

D )
s

十2 =
 5 

..は

諸

對

ハ

r

vs 

. 

(

l>
o

^(

^

^(

r

vv
v
.

(

$

vT
0
^
^
»
.
.
T
S
&
<

cc
+
2
.
+ 

の

凝

合

は

是

(X
準

す

る

。

3 

V
J
2

 VJ 

の

論

理J<
J
-T
n
'
に

冷

て

3
の
單
一
な
ぁ
龃
員
、I

の
單一,

な
る
紐
員
ど
ょ
>
成
る
諸
對
.が
重
：德
す
る
場
合
-:
>
諸

對

の

組

は

順

序

，
を

成

.

さ
ぬ
。

3 
十 2

=
5

 

.
が

諸

對

の

組

(
i
,
2
x
2
,
2
x
^
x
l
,
3
x
2
,
s
>
0
*

^ '
ち
贫 2,2〕

は
® 
複
す

3 =

 2

で
あ
る
、

1

般

にn
H
n

 +

 r

で
あ
る
j
何
故
に
p
n
n
+
1
で
あ
つ
て
は
な
、>
ぬ
か
。
若
し
1
1
=
1
1
十
1
な
ら
ぱ 

v
i
d
o
u
s

csi
r
c
l
e

に
陷
.る
が
故
で
あ
る
.0
co
=
2
, 

2
H
5
,

 

.

.

.

.

.

.

な
ら
ば
論
»
的
に
計
算
は
不
可
能
で
：あ
る
。
知
識
が

Vicious Circle 

に
陷
る
を
^
ぐ
原
■
は 

vicious-Qrde 

Principle 

ど

呼

ば

れ

る

.ぃ 

p
r

s'dpla 

Mathesatica 

に
從 

,
 

へ
ば
っ
一
集
合
の
總
て
を
含
む
程
の
も
の
は
該
集
合
の
一
ッ
で
あ
つ
て
は
.な
ら
ぬ
.，|逆

に「

或
る
純
の
集
合
が
1
に
全

體VJ

言
ふ
程
の
も
の
を
有
す
るVJ

す
る
も

•
そ
れ(

集
合)

は
又
、
全
體

€

呼
ば
る
可
き
も
.の
に
於
て
の
み
定
め
&
れ

.. 

.

.

.

.

.

. 

. 

.... 
•

る
激
組
員
を
有
す
る
で
あ
ら
ぅ
，
然
ら
ば
前
の
集
合
は
全
體VJ

貢

ふ

程

の

も

の

：を

有

せ

：
ぬ
事

.(£
な
る」

o 

vicious- 

• 

Q

I

.
泛
ロ
0ー̂

は
形
式
論
理
學
に
於
け
る
矛
盾
律
^
相
應
ず
る
も
の
ヒ
.も
考
へ
#
ら
れ
る
：
矛
盾
$
は
机
|

慨
念

を
可
能
に
す
る
服
理
で
あ
る
ど
者
へ
得
ら
れ
る
0
價
格
.は
悟
性
槪
念
で
あ
る
。
價
格
はv

i
c
i
i
-
c
i
r
d
e

 

Principle 

に
賴
る
。
價
格
はn

n
n

十1

を
許
し
得
ぬ
？
非
對
稱
的
移
他
的
連
：絡
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

悟

性

槪

念

A
は

非

A
を

A
に

改

造

す

る

。
數

3
は

3
以

外

の

も

の

ノ

4
な

る

も

の

、

5
な

る

も

の

、 

6
な

る

4
V 
0 

:

•:

を

3
に

改

造

^
る

。(
I
〕

然

ら

ば

擻

4 

 ̂

6

^

6
 

:

.

.

は

何

故

に

必

耍

.!
:
'あ
る

か

。(

ー| )

®性
！
！！

念

は

可

節
ニ
十
卷
U

O

H

七
：}

.

經
濟
學
に
於
け
名
純
粋
悟
性
概
念
：
の

慕

 

焚

做

二
 

V

.

.

.

.

.

.

.

.

 

;. 

.

‘
. 

. 

• 

■



. 

. 

.
■ 

I 

.
\ 

■

_
,
1屮
怨 

c
l
o三
八)

f
_
l
i
:

於 

藤

.

.

第
八
麟

 

ニ
1
0 

.

.故
に
1
.札
^
は

'1
^
.個
^

4
け
れ
'ば
.な
'ら
ぬ
：
か：
' 定
め
ら
る
.可

会
■範
*
の
數
«
必
然
性
を
有
つ
‘か
：。(

A

-
ョ
.ゾ
太
^

■
る
.. 

數
は
ョ
夕
.小
な
る
数
に
其
の
.め
る
可
き
十
分
な
る
理
由
を
供
す
る
.も
の
す
#

へ
ら
れ
る-C 

3
I1
I

V 

4圆
ビ
は
降
性
槪 

念
ビ
し
て
無
差
別
で
あ
る
。
？
郷
の
#
在
は
4
圓
の
存
fe
に
：侬
て
.存

在

の

十

分

な

：る
®

^

與̂
へ
ら
れ
る
、
生
命
：が 

與
.へ
ら
れ
る
0
生
命
は
述
緻
で
あ
七
不
斷
の
創
造
的
進
化
で
あ
；る
。
3
圓
が
4
ii
y
等
.し
い
な
ら
ば
3
圆
は
存
在
'の 

.十
分
な
る
理
曲
を
有
せ
ぬ
ハ
數
に
は
養
化
が
な
い
、
生
命
を
有
せ
ぬ
。：
4
圓
は
3
圓
に
存
在
の
十
分
な
る
根
獵
贫
與 

へ
る
:.
0
同
様
に
し
て
5
は
4
に
、
G
は
6
に
./*
：
、
.
#在
の
十
分
な
る
根
據
を
與
へ6

0

 

2,3,4,5, 

,
:
n
, 

n

十
：

L

 

…
v

は
擻
1
杧
、
一A3

,
4
>
.

 

:
:
.
n
，
n
十1

'

 

,
:
:
k
擻q

に
存
在
の
十
分
な
る
根
據
を
與
へ
る
0
數
理
的
©
納 

の
原
理
、參
照
。(

B)

悟
性
*
念

n
に
存
在
.の
ナ
分
な
'
る

理*■
を

與

へ

る

弗
n
^.
n
に
，ま

造

す

る

？

。
は

雜

”
を
り

に 

改
造
す
る
故
n
の
認
識
は
普
遍
安
當
性
を
有
つ
。
改
造
は
次
の
三
ッ
に
考
へ
得
ら
れ
る(

ィ)

凡
て
の
非
n
な
，る
も
の 

を
遊
數
9)

1 

2CO
4

S

7

3 

9
に
改
造
す
る
.〕
凡
て
の
非
a
な
る
も
の
を
數
1

,(
:
改
造
す
‘る(

o

*i
て
の
赤
n
な 

、
 

る
も
の
：を
數
o
に
改
造
す
る
。(

ロ〕

は(

ィ)

に
對
し
、(

S

M-
口)

に
.對
し
ョ
•
“
純
で
：あ
る
。(

.ィ)

を

：悟

性

蜃

ni 

ビ
す
.れ
ば(

ロ)

は
實
_
现
性
七
依
る
認
識(\

 )

は
神
0
認
識
で
あ
る
0
_ 

C

C

X
ィ)

何
故
に「

位」

は「

10
J
に
取
&
れ
る 

. 

か

.:
0
位
は
數
1
に
相
似
^

^
ら
れ
：る
時
、
最
も
火
な
る
普
遍
安
當
性
を
有
す
る
可
能
ft
を
有
.つ.

a

數
12
は
數
i
に
相 

似
で
な
い
故
12
«
.の
範
*
は
最
大
な
る
普
遍
妥
當
性
'を
^
能
な
ら
し
め
る
'範
畴
の
数
で
あ
る
:̂
は
.考
へ
^

ら
、
ぬ
：
 

(

ロ)

何
故
に
範
疇
拟
:1
2
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か(

a >
|
|
_

の
基
本
的
形
或
は
hj
s 

 ̂

I
る
。
認
識
が
成
立
す
る 

養

o
r q

は

S
に

外
な
ら
ざ

る

或
る
も
.の
で
な
け
れ
ば
.な
ら
ぬ
"
?
ノ 

3

は

認

識

の

甚

本

的

3?
素

で

あ

.る
？ 

i
 

勰

識

.>
>
耆

掘

资

當

性

を

有

す

る

爲

，

？

、

1̂
及

び

：/
1は

互

-{
:
,相
等

し

い

0
'三
，ッ
の
_文
字
？

、

q ノ

,s
.•ょ
4
ニ
タ
の
文

:!

p-
、

M
r
s
、

字

.0
順
序
を
な
す
三
4
の

列

贫

作

れ

ぼ

上

の

如

く

で

*
る
;-
'0

?ノ

0
^
'
$を
1
|識
の
.基
本
的
要
、
 

s
. 

q

素
s
す
る
艰
合
、
範
晴
の
數
は
9
で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

ょ

ぅ

に

她

え

，
る

「
(

九
ツ
の
職
疇」

0
數

'
ー 

q 

s

1

が
數
:.
1
0
. ̂
あ
ろ
辦
は
注
意
に
値
す
る
。(

b)

數
10
を
敢
て
數
9
の
權
承
者
に
考
ベ
且
つ
#:
01
を 

i

p
qs
S1
數
リ
に
相
似
に
>1
る
場
合
、
«
疇
の
»
は
12
'̂」

な
ぅ
>
12
個

の

範

疇

は

最

大

な

る

普

.遍

安

當

性 

を
可
能
な
ら
し
め
る
®
疇
の
.數
で
あ
る
樣
に
見
え
る
。
俾
し
此
場
合r

集

合

：の
一
.
紐

員

を

一

集

合

ど

昆

做

す

も

の

故 

^
•̂
^•
沄
-
ぎ̂
^

^

&圬
^
に
陷
る
も
の
^
考

く

ら

^

る
:0

:

」

1:画
s
i画
で
あ
る
か
否
か
是
を
知
り
得
ぬ
。
三
圆
は
非
三
圆
に
あ
ら
ざ
る
故
|
1窗
で
_あ
る
>
非
三
圓
が
三
圆
に 

機
造
せ
ら
れ
る
故
三
调
で
あ
る
。
同
じ
き
も
の
に
等
し
念
：も
の
は
相
暮
し
。
非
一
ー
菌
を
三
圆
に
；變
造
せ
ぬ
場
合
三
圆
. 

は11

窗
に
あ
ら
ざ 
<
，
が

一

般

で

め

土

ニ

福

で

；
め

名

は

#
別
例
外
の
場
合
に
.限
る
>

11
#
科
學
の
法
則
參
照
。
非
エ
ー 

>
リ
ッ
ド
幾
何
學
は
非II

画
の
存
在
を
對
象
0
腐
觀
_の
形
式
^
把

：
へ

ん

ヒ

す

る
=數

擧

的_

_
學
ー
，
般

に

；數

理

«

學

括 

牾

性

槪.念

ビ

し

て

數

：の

み

な

ら

ず

意

志

的

統

«
、

實

踐'理
.性

或

は

非

意

志

：的

統

辱

;̂
む

て

の

：數

：を

魏

解

せ

し

め

る

？
' 

實
踐
理
性
の
對
象
の
世
界
を
直
舰
の
形
式
に
把
振
す
る
は
興
味
あ
る
寧
で
あ
る
タ 

c
1

.
:

)

£
1
1圆
は
尋
策
>
存
'*
:
す
る
疑
ひ
得
ぬ

0

#
三
圆
は
|ご
圆
に
胸
す
る
も
. 0

故
此
新
た
な
る
-»
在
は
一
度
枇
侧 

を
經
た
も
の
で
あ
る
。
1
^
5
3 

£

&

3

|

昏
3
を
宮
律
榮
太
鄉
氏
譯
、
メ
ッ
f
ア
認
識
_

其
他
參
照
。c

i
l
)

社 

會
學
は
非
：i
i
llr
の
存
在
を
實
證
胸
に
把
へ
て
居
る
。(

三〕

非
1':
ニ
圓
の
.存
在
：を
認
.め

る

，。
；
非

三 

象
で
な
く
實
踐
理
性
の
對
象
で
あ
る
。
對
象
は
凡
て
杓
在
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
；な
ら
ぬ
。
悟
性
的
認
識
は
：實
錢
理 

性
は
依
る
認
識
の
特
別
例
外
の
.場
合
に
限
る
。
新
カ
ン
ト
派
の
人
々
の
中
此
方
向
を
迎
る
も
の
'も
：あ
る
で
あ
&
ぅ
o 

第
二
’十
卷
‘ (

1
0三
九)

於
灯
.刺
^

^
！
#
の
，跋
輝 

第
八
.戤
.

1

5



衛
^
^
^

I

1i

第
-:
十

卷

(

.
1
0四0)

.

^
■
學
|-
於
け
石
刺
紳
悟
牲
.槪
彥
.演
雜 

：

第
八
：脱

.二 

5 

(

猶
？

が
部
,?
の
關
他
的
者
で
：あ
る
如
ぐ
非
？
は
卩
.の
關
他
的
者
:-
1

?
あ
る
:0

デ
は
非
:3
?

に
い
非
？
は
？
に
相
翁
す
る 

も
の
^
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
。p-̂

—
not,p^—

not-P. 

n
o
t
-
P

I
-

-̂
no-t-p—

^
p
.

の

ニ

ッ

の

方

向

が

羅

へ

：
、

ら 

れ〔

る
力
.(

五)
策
P
な
る
名
の
を
敢
'て
P
に
！̂
識
せ
ん
ミ
す
ノ
る
場
合
、「

p

k
内
含
.せ
ら
れ
：る
も$

」

め
中
に
は
全
體
に 

等
し
く
或
は
全
體
よ
り
大
な
：ゐ
部
分
が
存
在
す
る
？
歷
史
家
は
過
去
を
取
扱
ふ
タ
未
來
を
含
む
過
：去
を
取
扱
：ふ
。
未 

來
を
內
含
せ
ざ
る
過
去
に
は
歷
史
が
.な
い
o

歷
史
家
の
任
務
ヰ
過
去
の
中
纪
內
含
せ
：ら
れ
.て
居
る
全
體
に
等
し
く
或 

は
全
體
ノ
よ
ぅ
大
な
る
部
分
を
見
出
す
に
あ
る
ど
も
考
へ
得
ら
れ
る
。
科
學
ど
し
て
；の
歷
史
は
：普
遍
妥
當
性
を
有
す
る 

知
識
を
取
扱
ふ
。「

個
別
的
な
る
も
のJ

は
全
體
に
等
し
ぐ
或
は
全
.體
よ
り
太
#
る
普
遍
妥
當
性
を
有
す
る
限
h
に
於 

て
歴
史
家
.の
關
心
事VJ

な
る
。
，宇
.宙
を
宇
宙
の
部
分
、
.商
品
に
見
出
す
は
歷
’史
«
に
可
能
.で
あ
る
。
物
的
史
舰
成
は 

經
濟
的
史
觀
は
可
能
で
あ
る
。
部
分
に
於
て
^
體
を
見
出
さ
ん
^
す

る

社

會

學

は

可

能

；で

あ

る

。

リ

ッ

ヶ

ル

.ト

其

办 

參
照
。
c

c

pは
非
P
の
.關
他
的
者
、
非
P
は
？
の
關
他
的
者
で
あ
る
.
0非
P
は
^
に
ョ
'リ
：高
今
ト
即
ち
ド
の
關
他 

w
者

P
は
非
P
の
®

<f
l
L的
者
で
あ
る
。
一
般
にA

I
J
P
A

丨A
、

で
あ
る
。
>—

^

>

|

>の
.過
程
を 
一

W
に
切
^
.
;
：

>

切
ら
れ
た
時
問
は
純
粹
持
續
で
あ
6
、
切
ら
れ
た
空
問
は
單
子
の
座
で
あ
るV」

考
へ
ら
れ
る"

切
ら
れ
た
瞬
間
切
ら 

れ
た
务
間
は
全
傲
に
等
し
く
又
た
全
體
よ
-
大̂
な
る
觀
.に
考
べ
ら
れ
.る
。.生
命
の
-點
或
は
生
提
す
る
點
ど
#
ば
れ 

得
る
。
小
石
も
水
の
滴
り
も
大
生
命
0'
點
に
考
へ
得
ら
れ
る
。(
七)
單

子

の

座

は

，
物

'

ど
人
の
境
ひ
目
、
時
間VJ

空
間 

の
折
れ
目
、
悟
性V」

實
踐
理
性
の
接
す
る
所
に
あ
る
も
のvj

考
'へ
得
ら
れ
る
C
A )

單
子
は
物V」

人
の
境m

i

に

.̂
る
放 

目
的
舰
V
J
«
«
m
ど

は

車

手

論

.に

於

て

よ

ぐ

調

和

す

る(

B

每

子

は

時

間，
t空
間

の

折.れon

•に

あ
5'
故

單

手

は

：沒.®

間
的
沒
空
間
的
で
あ
る(

C)

取
子
は
悟
性 
>

」

實
踐
理
性
の
接
す
る
處
に
あ
る
故
堪
子
は
も
0
を
識
る
の
窓
を
贫
せ
ね

.

.

. 

, 

• 

:

.

.

1 

何

も
，
入
ら
t
何
者
も
出
で
ぬ
。

ハ
八
3全
體
に
等
し
&
部

分

、

全

體

に

#

し

き

部

分

を

«-

く
迄
進
求
す
れ
ば
> 
^
萆 

「

也
の
微
に
至
b
得
る
？
あ
る
か
な
さ
か
の
茌
在
、
ゆ
か
な
ぎ
も
め
の
存
在
に
到
達
し
得
る
。
あ
る
が
な
き
か
CD
#

,

在

あ

は

れ

な

る

も

の

は

煨

も

神

に

近

き

も

の

で

あ

る

。

單

純

な

る

實

體

ビ

呼

ば

：れ

#

る
.
°
凡

て

の

，複

合

體

は

單

純

な
 

る

實

體

よ

り

成

る

。

單

子

は

全

體

汶

等

し

く

全

體

よ

ぅ

大

な

る

部

分

で

あ

る

單

_

な

る

實

體

：で

P
る

。
眾

純

な

る

實
 

體

は

(

A
 J

微

粮

分

に

於

け

る

「

無

限

小

し

或

は

J

i

s
cr
l

e
な

る

1

に

考

へ

得

ら

れ

る

パ

B

0
幾

何

學

的

點

に

考

へ

得
 

ら

れ

务

。

點

く

は

全

體

'に

等

し

く

或

は

全

體

よ

り

大

な

る

部

分

の

事

で

^

0
。

(

九

)

單

子

は

矛

盾

に

滿

も

て

居

^
r

‘

肯
定
は
否
定
で
あ
6
否
眾
は
肯
定
で
あ
る
。
矛
盾
混
亂
の
中
に
あ
然
も
あ
る
可
き
も
の
を
あ
ら
し
む
る
は
精
神 

で
あ
る
。：
精
神
に
依
つ
て
順
序
よ
ぐ
せ
ら
れ
た
混
沌
の
世
界
は
豫
定
の
調
和
，を
保
つ
世
界
で
あ
る
。
神
ビ
は
全
體
よ 

&
小
な
る
部
分
、
全
體
に
等
し
き
部
分
'
全
it
よ
&
大
な
.る
：部
分
の
存
在
を
可
能
な
ら
ぃ
じ
む
る
或
る
も
の
で
あ
る
.0

函
數
/

S
の
極
大
値
は
自
變
數
X
の
値
の
變
化
に
從
て
’無
歡
に
あ
.り
得
る
。
若
し
：/
o)

の
.極

大

値

が

唯

だ

一

つ 

あ
k
唯
だ
.

j

つ
^
限
る
時
、
此
函
數
は
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
£

つ
以
上
あ
る
場
合
，
非
ユー

ク
ジ
ッ
ド
的
：で
あ
る
，

(

三 

田
學
會
雜I

T

笕
ニ
十
卷
"
第1

號
，
所
#
の
拙
稿
"
社
會
科
學
の：

法
則
、

I

1
.ニ
茛
"
參
照
：
>
?

' (

瞪
明
一)

。
豫
備
的
說
明
v

c1)

極
限
の
‘概
念
は
.順
序
的
槪
念
で
あ
る
0

0
極
限
は
量
的
事
實
で
.あ
る
よ
&
も
|1 

’ 

係
的
事
實
で
あ
る(

三)

十
®
位
の
歎
s
- 

w
o
- 

§

- 

s
- 

^
0
. 

^
M
^

§
,
M
0
S
§
單

位……

の
數 

は
、
基
數1

2

ミ

5 6 

700
CO
に
對
し
て
非
ユ
ーV

リ
ッ
ド
的
で
あ
る(

四)

：ー"組
：

(

2

^
:-
い
2
,
5ー2
,
3
:
; 

2,4; 2,5 ; 2,の

^

2,7 ; 

?
,;0
0
; 2,9 ; 3〕

は
他
齟(

2
J.
3)

に

對

し

て

非

ユ

ー

ク

タ

ッ

ド

的

で

办

第
.ニ
十
卷
•

(

1
0四
一
:.

)

.經
濟
學
に
於
奵
爲
却
语
性
概
念
の
演
釋

 

第
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2
0
0 

:

漏
學
I;
於
I

純
悔
粹
性
槪
念
;0
辕
釋
.1 

第

八

鱗

1
H

四 

極

小

ミ

は“
め
何
れ
持
祖
員
も
そ
れ
^
對

し

て

關

係

^

を

有

ぜ

ぎ

る

が

如

き

ネ

及 

紐

員

でV
9る
o
定

義
>

P
に

關

す

る

；諸

極

：大
ぐ

j

は
P
の

逆

：yil
す
る

.

諸

'極

小

で

あ

る

。

大
小
し
の
獅
係
を
收
る
:0

基

數1 2
3
4

 5
6

 7

009

を
#

へ
る
。
何
れ
の
基
數
も
，
9「

ヨ
リ
大」

で
な
い
。
9
は
；
 

基
數
で
あ
る
‘
.
9は
“
火
小
じ
の
關
係
0
分
野
の
'中

に
、
あ

る

ニ

數

で

あ

：る

。

9

は
ー
極
太
：
で

：あ

：る
：
。

「

大

/1
>」

の
關
煲
£

を 

取
る
。
一
組
タ
を.3 

;
.°
°
1
06
,
2

; 

8
.C
0
; 8,4; 

SOT;:容
；

藥

％
9; 9

,

に
：取
る
。
0
の
何
れ
の
組
員
も
-
>
9

「

ヨ
リ
大」 

で
な
い
。
9
は

“
及
び
^
の
分
野
の
.
一
組
員
で
あ
る
。
；
は
極
太
で
あ
：る
。「

大
小」

0
關
係(

P)

を
取
る
。’
一
龃
パ 

を

ご

7,1; 7,2; 

700
; 7,4-;

^

:-
ぞ

7
,
7
”
7
co
; 

2
00
>
に
収
る
0
卢
の
«

れ
の
ー
組
員
も
、

8

「

ヨ
リ
大」

で
な
い
。
 

8
は
卢
及
び
13
の
分
野
'の

！
組
員
で
あ
る
。CC

は
極
大
で
あ
る
。
同
樣
に
し
て
、數
7

^
5
i
4
^
b

、2

、
1次
^
 々

r
大
で
あ
る
'
’
®數
1
2 

3 

4
.
& 

6 

7

8 

9

を
數
珊
的
意
味
に
於
け
る
.
.
fii
擻7

t
>
)

に

取

れ

ば

、
函

敖

/
^

)

に

於

て

、

極
大
値
がg

だ
一
つ
あ
り
^
だ一

つ
に
限
る
時
、
ユー

ク
タ
ッ
ド
的
、一

|

つ
以
上
あ
る
場
合
，
非
ユ
ー
ク
リ
ド
的
で 

0̂1 
る
;0
、

C

證
明
.

1
1)。

任
意
の
半
徑
1
を
以
て
圆
を
描
く
。
A A
、
B B
は
中
心
o
を
通
-
瓦̂
^
直
狗
に
交
は
る
直
樊
軸
宅
あ 

る
"(

％

中
點p

T

を
通
ぅ
、
A A
、

B B
、に
平
行
に
引
か
れ
S

線

が

气

A A
奚

は

る

®:
を
.
c
々
m

、
n 

$れ
ば
疋
_ 

方
形
れ
§
0

ぉ
は
一
般
的
な
る
矩
形
P

M

O

Nの
極
大
で
あ
る
。
5

還

り

、

^

、
. 

J
に
狼
ユ
j

ク
：リ
ッ
ド
的
平
行 

線
を
引
く
。
點
A
及
び
點
B
を
通
る
M
線
が
あ
b
得

る

$

I
B
"

 

A、，
N
十
N

^

M十
M
?>
B
= 

A
、$
i
N

 

+ 

f
 

M

&

td 

V
穴
即
ち
角
w
PI
B
は
論
角
ょ
o
大
で
あ
る
。
角
A7
P1
B
を
®:
て
直
^1
に
.見
る(

サ
ッ
ヶ
I
リ
の
直
角
，鋪
約
の
假
說
. 

參
照0

。

次
の
如
ぐ
作
圖
す
るC

第

I

圖
參
照)

.°
P1
A
を

一

邊VJ

す
る
正
方
形
れ
泣
た
を
描
ぐ
。
脣

線

叱

を

ぶ

計

P
、
中
；心
01
、
半
徑
1
の

圓

を

描

く.0
^
は

直

角

三

狗

形

见
 ̂

A7
の
.
'
斜

邊

故 

B
1
A
/
V
P
1
N
:
、

從
て(

パ)

W
漂
 

p
h
m
o
>
、
v 

I
E

_

 

B
1
M
0
N

 

(

ロ)

^@
.
1
1
>
4
辑

1 (

ハ-)
EI
P

V

H

P

OI
A

o 1
M
1の
延
長
1

0,
®
周
i

は
る
點
を
夫
々
W
" 
|
菩
 

る
。
P1
を

通

A1-

に
對
し
て
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
平
行

o 

o 

- 

:

f

 

f

 

o
點
,
及
び
點
ギ
を
通
：る
直
線
が
あ
り
得
る
0
角
A/
/ 

P1
B7
ば
直
^
ょ

P
も
犬
で
あ
.る
。
1̂

ル
.P1
攻
を
敢
.て
直
角
に
見 

る
。次
の
如
く
作
11
ず
る
0次
を
ー
邊
€
す
.る
疋
方
形
?1
0 2
肌
ル

を
描
く
ノ
對
與
線
呀
を
^
に
計
り
-
中
心c

T

半
徑
L
-の
圓
を

‘ 

描
ぐ
。
漆
は
直
角
三
角
形
?!
^

^
の
斜
邊
故
F
>ミ
V 

> 
從

て
、(

ィ〕

闬
玢
钱 

p
l
M
b
>
ミ 

>
闬
补
球
：

p
,
m
o
1
a
、
(

ロ)

#
睛 

l
i
v
^
a 

I

Mi(

o

a

p

v

H

p

,

11
03
、M

c
T

 

圆
00…

：

を
描
ぐ
場
合
は
是
に
準
ず
る
タ
點
朽
は
極
大
な
ふ
諸
正
方
形
巧
仏
©
^
.，

pi
m 2
o 2
â
，
:

•
 

*
,を
常
に
、

に
見
る
。
膨
與
に
^
る
關
係
の
上
か
ら
つ
ー
し
夫

^

^
極

大

說

る：
！
^

?̂!
M 

O

N、
pl
w
ox
Â
、 

pi
M.
d

A

I

:

.
:の

大

小

は

無

差

別

で

あ

：
る

。
從

て

，又

(
1

は
*
差

別

，で-あ
る
：(

1
5 

锒
ニ
屮
卷(

1
0.
西jl

l
)

_
觀
學
|-
於
け
る
純
粹
悟
懷
觀
僉
象
_ 

第
八
.號

ニ

一

五
：



(
<
-
-
-
-

■-
-
 

-
- 

-
-
«
^
f
^
-
«
»
<
1
-
&
-
£
-
8
i
t
w
<
J
^
1
-
.
>
-
I
-
>
:
- 

. ̂

.
-
- 

-
?
-
-
-
-
'
f
i
»
.
J
.

第
二
十
卷
、

(

一
〇
四
四
> 

經
濟
舉11

於
け
る
純
粋
悟
蚀
_
念
の
演
繹
.

:'
敗

八

號

”
M六

圆
©
、
fi
o,
、
m
o 2
、

:
:
.
の
大
小
«
無
差
別
で
あ
る
。滅

：に
內
接
す
る
1黄

形

の
«
大
は
裏
ニ
詞
形
で
..あ
る
0 - 

圓
に
內
接
す
る
四
邊
形
の
極
太
ば
.芷
方
形
で
：あ
る
.。
五
邊
形
の
極
.大

は
.J
H

S
邊

形

で「

あ
る

ふ
•
：

：

.
。

圆
に
內
接
す 

をg

邊
形
の
極
大
は
ユ
ー
ク
ソ
ッ
ド
的
に
唯
た
一
つ
あ
り
唯
だ
一
つ
に
限
る
9
非
ユ

f
ク
y
ッ

ド

的

に-.
つ
以
上
ぁ 

i
。
瓯
數/

{
>
)

を「
_
に
內
接
す
る
四
邊
形
し
虻
取
れ
ば
，
函
數
：/

£
の
極
大
が
唯
^

j

つ
あ
り
唯
だ
こ
つ
に
»
る 

時
ユー

ク
9
ッ
ド
的
、
ニ
つ
以
上
あ
る
場
合
、
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
猶
で
あ
る
。.一

月
號
に
於
け
る
/
^)

は
\
9)

の
誤
植 

で
あ
る
。
誤
植
を
看
過
し
た
は
筆
者
の
宇
落
で
あ
る
。
宇
落
ち
が
多
い
。

幾
何
學
に
於
け
る一

般
概
念
の
*
大
。
2

)

部
分
は
全
體
に
等
し
。Q

一)

部
分
は
全
體
ょ
り
大
で
あ
る
。

.
' 

/- B
.
11

般
槪
念(

一
〕

ょ
々
n

^

/i
L
,
..

.

.

.o

.定
線
分
A B
^i
'
M-
l
ね
‘
一

一

等

分

す

れ

ば

* 

A
M
,
.
=

>
3
.第

ニ
_
參

照

。

油

を

机

、
M/
7
にIT

一
等
分
ず
れ
ば
' A

M
3
H
A
B

•
同

锬

に

し

て

、

A
M
3
"
A
B
,

 

A
M
.
“
A
B
'
:
'
;
o

從

て
g?
>
u

w
l
l
^
>
3
.

是

ば

次

の

‘
公

傘

に

同

じ

で

あ

る

ど

考

へ

ら

れ

る 

「

任

意

の

，
一
點
ょ
6
他
の
任
意
の
一
點
へ
、

一
ッ
の
直
線
が
引
か
れ
#
る
t

c
丨
ク
リ
>
ド
>
,
公
準 

V
 

| 

灰
の 

一
。

K

frments 

of Euclid. 

L

 

Todhunter, 

p. 

5

)

0 

沾 > 

I 
成

：長

す

る

り

が

、
ふ
ナ

 

I 

A«
ば

な

ら

ぬ

：
r
苦

し

そ

ぅ

で

な

け

れ

ば

，點

は

線

.に
な
ら
ぬ
？
唯
位
置
.

Q

み
を
有
す
る
程
の
點
を
如
何 

程
集
む
る
も
線
に
は
な
ら
ぬVJ

考
へ
ら
れ
る
。「

部
分
は
全
體
に
等
し」

を
假
定
す
れ
ぱ
フ
一
ッ
の 

i
ょ
り
一
ッ
の
觀
へ
一
ッ
の
濟
.線
を
引
ぐ
車
の
可
能
が
ょ
ぐ
理
解
せ
ら
れ
得
る
«
に
見
え
る
.
.
#喂
1
線「

に
.引
か
^

n

' 5

3|

1

Ii .

Ii;

I:I::
I
j
i
!■

る
點
は「

成
長
す
る
.點JVJ.

呼
ば
れ
得
る
。
11
.
1般
槪
念0

1
)

よ
り
，
^

V

f
¥
V
M
v
f
^
l
V 

1
^
1

-;
O
A
M
l
>
A
B

同
様
に
し
て
>
g
.
v 

A
B
,

 

A
M
n
v
A
B
,

 

•

:
.從
て
ff
i
>

v
攀

A
B
O

是
は
次
の
公
準
に
.
同

じ

で
あ
：厶

暴

へ

ら
 

れ
る
。「

1

ツ
の
有
限
直
線
は
.絕
え
す{

>

 

a
n
y

fr
隹

)

一
ツ
の
胺
線
に
延
長
せ
.ら
れ
得
る」

ハ
ユ
ー
ク
タ
ッ
ド
、
公
準
其 

の
ニ
、T

h
e

 

E
l
e
m
e
n
t
s

o;
f K

u
c
l

o*, 

T
o
d
K
u
n
t
e
r
.

 

p. 

5
〕
。
「

部
.分
は
全
體
ょ
り
大
で
あ
る
{を
复
定
す
^
ば
、.一
ツ
の 

有
限
直
線
を
絕
え
す1

.ツ
の
魔
線
に
延
長
す
る
事
の
可
能
が
よ
ぐ
理
解
せ
ら
れ
得
る
樣
に
見
：え
る
。
絕
え
す
一
ツ
の 

線
に
延
提
せ
ら
れ
る
點
は「

生
命
s

」

l

ば
れ
得
る
。
II
I
.成
長
す
る
點
‘ 

_

s
に
就
て
は
、
ラ
ィ
ブ
5

に 

於
け
るsimple 

s
u
b
s
t
a
n
c
e

參
照
°

ユ
I

ク
リ
ツ
ド
の
定
義
に
從
へ
ばA

 

point 

is 

&
a
t

 

w
h
i
c
h

 

h
a
s

 

n
o

 

parts, 

or

w
h
'o
h
tr
a
s
 

n
o

 

m
a
g
n
i
t
u
d
e
.

ラ

ィ

•フ 

二 
ツ
ツ
に
#

へ
ば
w
y. Si3ple, 

w
e

 

m
e
a
n

 

w
i
t
h
o
u
t

 

parts.rTkeibniz, 

Discourse

.

:

 

.
1 

o
n

 

metaphysics. 

C
o
r
r
e
s
p
o
n
d
e
n
c
e

 

with 

A
r
u
a
u
l
d

•
‘go

n
a
d
o

 
一
 o

g
y

 

by. 

Geo. 

R
v Mo

n
t
g
o
m
e
r
y
.

>•
-
•

)

衣
る
ン
。

IV
生
長
す
る
點
ノ
生
命
の
.點
は
、
■連
續
を
理
解
す
る
^
役
立
つ
見
え
：
る

P

2
.)

ニ
點
A
、
B
の
間
故「

部
分
は 

全
體
に
等
し」

を
假
定
す
れ
ば
密
で
あ
り
得
る
。
連
續
す
V
O (

ニ)
T

系
列
を1

T

ツ

の

分

節

に

切

斷

す

れ

ば

"
切

斷

せ 

ら
れ
た
分
節
に
關
し
て
、
次
の
四
ツ
の
場
合
が
考
へ
ら
，れ
て
居
る
，

(

八)

下
位
の
分
節
に
極
大
が
あ
ヴ
上
位
が
分
節
に 

極
小
が
あ
る

此
場
合「

部
分
は
全
體
に
等
し」

が
假
足
せ
ら
れ
て
居
る』

の
ヾ」

考
へ
ら
れ
る
ハ
丑〕

前
者
に
«,
大
が
あ
. 

り
後
者
に
極
小
が
な
い
事
^
あ
.る
。
此
.場
合
、
下
'位
の
分
節
に
關
し
て
は「

.部
分
^
全
»|
:

^
等
じ」

>̂
假

定

せ

ら

^

、

••
.-
 

- 

! 

. 

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

. 

•

上
位
の
分
節
に
關
し
て
は「

部
分
は
全
體
よ
>
9大
で
あ
る」

が
假
定
せ
ら
れ
て
屑
る
：も
0
S

へ
ら
れ
る(

C )

前

當
 

極
木
が
な
く
後
者
に
極
小
が
あ
る
事
が
あ
る
.
o .此
場
合
、
下
位
の
分
節
に
關
し
て
は「

部
分
は
全
職
よ
シ
大
で
あ
る」

 

か
-假{

疋
せ
ら
れ
、
.上
位
の
分
贫
に
關
し
て
は「

部
分
は
全
.體

に

：等

し

」

/
が

假

览‘せ

ら

れ

で..居(

る
;̂
@ V」

考
へ
，s

n
ふ
 

第

二

十

卷

(

一
〇
西
五> 

_
學
に
於
け
る
棘
櫸
悟
性
の
,

パ

 

.第

八

镞
1
15:



M p
■*-

■ L
■

〇o, 0, 0̂  0,
H

i

I

iI . .

"} ，卞 -，

B

第一,1

十

卷C
I

o
四
六)

■

^ ;
涨
學
|-
於
け.る
純
着
性
.概
念
か
演
櫸

 

0
Â

l
i
t

 

(

D)
前
者
に
s-
'
大
が
な
く
後
者
に
極
小
が
な

い
事
が
あ
る
'。
此
場
合「

部
分
，ば
'全
體
ー
ょ
>
犬
で
あ
'る」

が
：假

定

ぜ

ら

れ 

て
居
一
る
も
の
^
考
へ
ら
れ
る
o 

Vョ
リ
小
な
る
も
の
ょ
办
ョ
リ
大
な
る
も
の
を
減
.ぐ
事
0:
-
可
能
、
、
厂
大
な
る
，も
の 

を
以
て
.、m
リ
小
な
る
.も
の
を
除
る
事
0
可
能
，
從
て
、
：r
般
的
な
る
加
減
乘
除
‘は
凡
て「

部
分
は
全
體
に
等
し」

或

' 

は「

部
分
は
全
體
t

v
大
で
あ
る」

を
豫
定
す
る
も
のVJ-

考
へ
ら
れ
る
？
¥1
第
3
圖
は
於
て
へ
點
.1
^
の
座
檩
は「

0:
1..、

，〜

 

點
^
ハ
&

の

座

標

ほ

穸

丨

ご

點

^

^

じ

の

座

標

は

谷

丨

与

點

认

の

座

標

は(

0
,

—

3)

、點
0 4
の
座
檫
は
：
：
.。
軸
破
を
軸
戦
に
平
行
に
八
の
方
向 

に
移
動
す
る(

<
)

原
：點
0
が
0,
に
重
な
る
時
、
點
M
は
C

P十2
)、

原 

味(

p

t

y

a

N

t

K

O

b

r
 

此
場
合
"
舰
ど
N o
?
の
!a
係
は 2 

V
I
.
で

あ

■

る
e (
B )

原
點
o
於
0 2
^
重
な
る
時
、
M
は(

P

+

3

)

、
厭
點C

は
C

P十2)

N
は
c

p

t
)

。
此
場
合
、
部
V
JL O
V
Jの
關
係
は
3
..
;

2
で
あ
る
。(

C)

原

點
0
が
03
、
o 4
v
05
-
-*

に
重
、な
る
場
合
は
是
に
準
す
る
。
以
上
ょ
ぅ
次

の
事
が
言
は
：れ
る
。
+1
V

J-1V
J

の
關
係
は
：n

十
1

の

^
に

對

す

る

關

係

で

あ 

る
"

逆

に
-1
V
J+1
V
Jの

關

係

はn
ど
b 

+ 一 

S
の

關

係

で

あ

る

”

次

の

察

は 

注
意
に
値
す
る
。(

ィ)

負
數
は「

部
全
は
全
體
に
等
し
1「

部

分

は

：全

體

ょ
'り

大

で

あ

；
る

」

を

豫

想

し

て

居

：
る

(

ロ 

ビ 

-1
ど
は
n

+1

のs

に
對
ず
る
關
係
、
+2
V

J-2
ぐ

J

はn

十2

 

vj 

n VJ

の
關
係
、
+3
V

J

4

eは

n

十3

ビ
n 

0
Cの
1

|«
:
:
.

で

あ

る

。

=
は

任

意

の

正

.の
盤

欺

^
取

ら

れ

得

る(

こ

原

點

を

向

個

の

鹿

檩

軸

の

上

に

移

動

せ

し

む

る

手

續

ば

「

部 

I

 

:

分

は

全

體

に

等

し」

n
部

分

は

全

體

ょ

办

大

で

あ

ふ」

を

锬

想

し

ヤ

居

る

。

VI
I
點

？

を

直

角

.|
:
見

る(

點

が

線

で

あ

る

.

.

.

.

.

.• 

. 

, 

.

.

.

. 

I
. 

.

.

.

.

%m

°,A

B

A，

3 B u

(

i

i

fB

第11

十

猞

(

1
0四
七)

場
合
も
同
じ)

。
第
四
圖
に
於
.て
、
點
P
の
座
標
は(

s
,v$
で
あ
る
。
軸 

|

 

S
0
に
平
行
に
A;
の

方

向

へ

移

動

す

る

。

原

點

。

が

01
に
®
な
る
。 

點
P
を
直
两
に
見
る
。
B
p
.の
座
標
は〈

3
:
3
)

で
あ
る
。
原
點
0
が
0 2
に 

重
な
る
。
點
P
を
'直
^
:
!

2

見
る
。
®

p
.
-
の
座
標
は
©2

}

で
あ
る
。
原
點 

o
が
a
に
重
な
る
o
點
P
の
座
檫
は(

3
,
1
V

で
あ
る
o
原
點
o
が
N (
04) 

に
重
な
ふ
時
、
點
P
の
座
檩
は(

3
0

)

。
'原
點
0
が
05
に
重
な
る
時
$
點 

P
の
座
檫
は
9

し1
)

で
あ
る
。
原
點
o
が
0
6、

07
、
0
8
.
. 

• 
•に
重
な
る 

場
合
は
是
に
準
す
る
。
以
上
ょ
り
、
點
？
を
直
«
に
見
'る
限
ぅ
に
於
'|で
、 

數t
、

數

+3
.、
數
？
、
數

+l
i
數
0

>數

-1
、
數

--
-
2:

:

:

は

無

差

別

で 

あ
る
。
al
A A
を
#

^
に
平
行
に
3
の
方
向
へ
移
動
せ
し
む
る
場
合
、點
P 

が
第
二
象
眼
"
第
三
象
眼
，
第
四
象
眼
に
あ
る
場
合
"
は
是
に
準
す
る
。

,/I
I
點
P
を
銳
例
或
は
純
^
に
見
る
。
第
五
圖
に
於
て
"
點
P7
の
極
座
標
は
. 

(
3
0
。，3

)
。

點
が
の
極
座
標
は(

§
プ
2
.

)

-;
°
f

を
銳
角
に
見
る
限
り
に 

於
て
、3

0
。
“
60,。

3 =

 2; 

: 

•
:で
あ
る
。
點
P7
、

 ̂

が
第
一一

象
眼 

に
あ
る
場
合
、
點
？
は
純
«
に

見

ら

れ

：
る
。
IX
與
べ
ら
れ
た
直
線
を
凡 

ゆ
る
立
場
か
ら
見
名
々
第
六
圖
G
於
て
，C

1
.
}

定
線
分
A B
を
點
pi
ょ

P 

«
の

角

に

見

る

パ

定

線

分

^
を
點
朽
ょ
-务
々
の
角
に
見
る
。
四
點
A
、
B
、 

經
濟
學
じ
於
け
る
純
粋
悟
篇
念
の
锨
緙
；
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瞧1、'(す，，つ :め 激 ^ 游 ^ ? 卿 在 肅

镄
ー

I

十

卷C
I 

0
四

八
：}

鸫
濟
學
U
於
け
.る
純
粹
悟

a

卿
念
の
演
繹

#;
八
號

1

三
0

P
、
^
を
通
る
圓
卞
り
を
描
ぐ
^
圓
^
の̂
半
梅
を
^

’に
取
る
。
玄
B
に

 ̂

し
"
？
0.
侧
に
ぁ
る
0
圓
周
上
の
凡
て
の
點
は
睹
仙
を
^
々
に
見
る
。(1

一) 

定

線

分

仙

を

點

ひ

ょ

^

^

の

狗

に

览

る

へ

定

線

分

ゆ

を

雜

ゆ

ょ

り

斤

の

灼

Q .

A

ゅ

を

通

る

圓

方

仏

を

描

く

。

弦

B
に

對
し

に

兑

る

。

四

»
八
>

B

Q
の
仞
に
あ
る
仏
圓
周
上
の
凡
て
の
II
S
.は
、
0:
^
を
^!
0
に̂
於
て
見
る
o 

圓
0,
の
半
徑
を
し
“に
取
れ
'ば
、
し
は
1
ょ
6
大
.で
あ
卜
得
る
。】

ン一 VJ

す 

れ

は

a

o

v 

H
o
. 

0

一一)

產

分

A B
を
點
ル

i
 

r 

S
に
見
る
。
s
 
J
々
r
の
利
に
見
る
。
四
點
A
、
B〜

1
、 

R
を
通
る
S

を
描
ぐ
。
!

に
對
し
，
R
の
側
に
あ
るj

圆
周
上
の
凡
て
の
點
は
、
弦
a B
矣
ァ
に
於
て
見
る
。
 

圓d

の
半
®
を
1
2に
取
れ
ば
，
し
は
1
ょ
り
小
で
f

得
る
。

s

 

f
れ

ば

H
O
-
A
H
O
.

(

四)
(

ィ}

定
線
分 

A B
を
ラ
に
見
る
限
り
に
於
て
、
諸
點
PI
，
P2
、
P3
、>

…

：
は
無
差
別
で
あ
る
。
定
線
分
A B
を
角
P
に
見
る
限
办 

i
於

て

諸

點

Qi
&
Q,
:

:

:は
無
差
別
で
あ
る
。
定
線
分
A B
を
狗
r
に
見
る
限
り
に
於
て
、
諸
點
ん

ノyv 

巧

…

：
は
無
靈
で
あ
る
!.
:0( 

ロ〕

：定
線
分
^
を

醤

(
或
は
鈍
S

に
見
る
限
.办
P
於
て
、
1

P

,
 

3
, 

R

:

: 

は
無
I

で
あ
る
？(

パ}定
線
分
A n
.を
銳
费
或
は
鈍
き
に
見
る
點
0#
軌
跡
で
办
る
點
に
聆
て
_

0
、
圓
0
1、
0
a 

•
•
: 

•
•

は
無
^
5J
I
で
あ
る
.
從
て
又
た
諸
半
徑
1
、
1
1、
U
、
•
：
：
•は
無
差
別
で
あ
る
。「

我
考
ふ
故
に
我
在
A」

 

の
見
解
，を 

ー
1
棄
て
る
0「

あ
る
も
の
は
凡
て
、
あ
る
可
&
十
分
な
る
理
由
め
つ
て
#
在
す
る」

の
見
解
を
採
る
。
あ
る 

可
f

 S.

を
S

し
む
る
f

な
s

i

々
に
M
出
し

て
行
C
O
此

窗

I

依
K

S

何
S

新
I

る
、

: 

ま
た
意
味
深
き
境
地
を
開
柘
し
得
る
榇
に
見
ぇ

f

e

p

i

t

i

i

i

i

i

i

i

—

,
i
l
.
.
: 
,

以
上
の
硏
究
は
、
®
右
田
喜1

郞
氏
の
諸
著
書
諸
論
文
"
カ
ン
ト
、
ラ
イ
ブ
.ニ

セ
ル
、ス
ミ
ス
、マ
ル
ク 

ド
、

ラ
ツ
セ
ル
に
依
る
。

ス
.及
び
其
の
他
の
諸
氏
に
負
ふ
。數
珣
锊
學
的
操
作
及
び
記
號
は
殆：

ん
ど
凡
て
ホ
フ
ィ 

特
に
ラ
ッ
セ
火
に
依
る
。

此
の
篇
は
別
の
機
會
に
述
べ
ら
れ
る「

經
濟
學
に
於
け
る
a
粹

實

踐

理

性

の

演

釋

，
ビ

對

を

な

す

可

き

も

の

.で
あ

第

二

屮

卷

(
1

o
四
九〉
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